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〔論文審査の要旨〕 

本論文は，同時通訳者養成のための基礎練習であるシャドーイングを取り上げ，中国語

を母語とする中級の日本語学習者（以下，中級学習者）を対象として，シャドーイングの

単独練習および複合練習が日本語の発話スキルの各側面（流暢性，正確性，複雑性）を向

上させる効果があるか否かについて検討することを目的とした。実験に際しては，中級学

習者の作動記憶（working memory：以下，WM）容量の大小を設定し，認知能力の個人

差との関連性を調べた。 

論文の構成は，次のとおりである。 

第 1 章では，第二言語学習者の発話スキルの向上に，シャドーイング，リピーティング，

音読のような口頭再生を繰り返し行う練習法が有効であることを論じた上で，先行研究を

概観した。発話の認知過程モデル（Levelt, 1989）に基づき，シャドーイングが発話の言

語化処理を促進し，流暢性のみならず正確性や複雑性をも向上させる可能性があることを

述べた。学習者の WM 容量が発話の認知過程やシャドーイングの遂行にかかわることを示

唆した先行研究を吟味し，シャドーイングの単独・複合練習が発話スキルの向上に及ぼす

効果を検討する際の，WM 容量の個人差を扱うことの重要性を指摘した。 

第 2 章では，4 つの実験内容について述べた。実験 1 では，シャドーイングが発話スキ

ルの向上に与える効果が，リピーティングと比べてどのように異なるかを検討した。その

結果，シャドーイングが WM 容量の大きい学習者の流暢性を伸ばす効果があることがわか

った。シャドーイングとリピーティングは，発話の正確性を同程度に向上させる効果があ

ることも明らかとなった。 

実験 2 と実験 3 では，シャドーイングの複合練習の効果を，同じ時間だけシャドーイン

グを繰り返す単独練習と比較した。実験 2 では，シャドーイングを 4 回行わせた後にリピ

ーティングを 1 回行わせる複合練習Ⅰを用いた。その結果，WM 容量の大小にかかわらず，

シャドーイング単独練習が複合練習Ⅰよりも，流暢性と正確性を向上させる効果があるこ

とが明らかとなった。実験 3 では，シャドーイングを 2 回行わせた後にリピーティングを

2 回行わせる複合練習Ⅱを用いた。その結果，複合練習Ⅱでは，WM 容量の小さい学習者

における正確性の伸びが，WM 容量の大きい学習者よりも大きいことがわかった。 



実験 4 では，音読を 2 回行わせた後にシャドーイングを 4 回行わせる複合練習Ⅲを，シ

ャドーイングの単独練習と比較した。その結果，WM 容量の大きい学習者では，シャドー

イング単独練習のほうが複合練習Ⅲよりも発話スキルの流暢性を伸ばすことがわかった。

ただし，音読を先行課題とした複合練習Ⅲでは，学習者の WM 容量の大小にかかわらず，

シャドーイング文章の意味理解が促進されることが示された。 

第 3 章では，4 つの実験について総合考察を行った。一連の実験結果を総括し，発話ス

キルの流暢性，正確性，複雑性の各側面について，シャドーイングの単独練習，複合練習

の効果の出方をまとめて考察し，本研究の教育的示唆と発展課題を述べた。4 つの実験を

通して，シャドーイングの単独練習，複合練習が発話スキルの各側面に及ぼす効果は，学

習者の WM 容量の大小によって異なることが明らかとなった。WM 容量の小さい学習者

の場合，シャドーイングの単独練習だけで文の音韻処理と意味処理の並行性を高めること

は難しく，音読を先行課題とするシャドーイングの複合練習によって，意味処理が容易と

なり，発話の言語化処理が促進される可能性が高い。 

本論文は，次の 3 点で高く評価できる。 

１．これまで未解明であった中級学習者の発話スキルの向上に及ぼすシャドーイングの効

果を，複数の実験によって体系的に検討した点である。日本語の発話スキルが，シャド

ーイングの単独・複合練習によって向上する可能性を，学習者の WM 容量との関連性に

おいて調べた実証的研究は，管見の限り見当たらない。本研究の結果，シャドーイング

が発話スキルの流暢性，正確性，複雑性の向上に及ぼす効果は，WM 容量の大小によっ

て異なることが明らかとなった。WM 容量が大きい学習者の流暢性は，シャドーイング

の単独練習で最も伸びることがわかった。 

２．Levelt（1989）による発話の認知過程モデルに沿って，中級学習者の発話スキルの向

上におけるシャドーイングの効果を説明した点である。発話の認知過程では，概念化処

理における処理資源の配分や言語化処理における情報の一時的保持に WM がかかわる

可能性が高い（Levelt, 1989）。本研究では，WM 容量の小さい学習者におけるシャドー

イング複合練習の効果が，シャドーイング後のリピーティングやシャドーイング前の音

読における意味処理の促進に起因し，発話時における言語化処理の自動性の高まりによ

って生じたと解釈できる。 

３．第二言語としての日本語の教育現場に有益な示唆を導出した点である。教師は，学習

者の発話スキルを伸ばすための方法として，リピーティングや音読を採用し，会話など

の文章を大量に記憶させることが多い。しかし，本研究の結果から，発話スキルの向上

には，特に発話スキルの流暢性と正確性を高めるためには，多くの言語知識を記憶させ

ることよりも，即時的反応が要求されるシャドーイングのような口頭練習を繰り返し導

入することが重要であるといえる。 

 

以上，審査の結果，本論文の著者は博士（教育学）の学位を授与される十分な資格があ

るものと認められる。 
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